
92

（2）

氏名（生年，月日）

本     籍

学位の種類
学位授与の番号

学位授与の日付

学位授与の要件

学位論文題目

論文審査委員

カマ   ガタ    ユウ   スケ

鎌形有祐（昭和29

医学博士

甲第160号

昭和61年9月19日

学位規則第5条第1項該当（医学研究科専攻，博‡課程修了者）

インターロイキンー1に対するマウス胸腺細胞の反応性にみられる系統間の差

 異の解析

（主審）教授 吉岡 守正

（副査）教授 降矢  榮，教授 藤田 昌雄

論 文 内 要 の 要 旨

 目的

 インターロイキンー1（interleukin・1， IL1）は可溶性

因子であり，多様な生物学的活性を示す．著者はマウ

ス系統によって，IL－1に対する胸腺細胞の増殖反応に

差があることを認めた．その差異を規定する因子を明

らかにするために本研究を行なった．

 方法

 ①マウス：C3H／HeJ， C3H／HeN， C57BL／6， C57

BL／10ScN， CBA／N， CBA／J， Balb／c，（CBA／N×

C57BL／6）F1，（CBA／N×Balb／c）Flマウス，

 ②IL・1：P％吻。溺伽6’6万％規α6麗∫死菌投与C57

BL／6マウスの腹腔Mφを1ipopolysaccharide（LPS）

で刺激して細胞内に生じたIL・1を分離した．

 ③胸腺細胞の分画：peanut agglutinin（PNA）凝

集性（PNA＋）胸腺細胞， PNA非凝集性（PNAつ胸

腺細胞に分画して用いた．

 ④IL1に対する胸腺細胞の増殖反応の測定：胸腺

細胞をIL・1と共に72時間培養し，培養終了15時間前に

1μCiの3H一チミジンを添加し，その取り込みを測定し

た．

 結果および考察

 ①IL－1に対してC3H／HeJ， CBA／Nマウスの胸腺

細胞は高反応性を示したが，系統間における反応性を

マウスの主要組織適合抗原遺伝子複合体のH－2ハプロ

タイプによっては規定できない．

 ②C3H／HeJマウスと同一の遺伝子座の変異に

よってLPS非応答性を示すC57BL／10ScNマウスの

胸腺細胞は，IL・1に対して低反応性であり， LPSに対

する反応性との関連は認められなかった．

 ③（CBA／N×C57BL／6）Fl，（CBA／N×Balb／c）

F1マウスの胸腺細胞はIL1に対して雌雄共に高い反

応性を示した．X染色体に連鎖したB細胞欠損を有す

るCBA／NマウスのFlの雌雄共， IL－1に対して高反応

性を示したことから，IL－1反応性はX染色体によって

遺伝するものではないと考えられる．

 ④IL－1に対して高反応性を示すPNA一胸腺細胞は

CBA／N， CBA／Jマウスの両系統間でIL－1に対する反

応性に差は認められなかった．

 結論

 IL－1に対してC3H／HeJ， CBA／Nマウスの胸腺細胞

は高い増殖反応を示した．この性質は，H－2ハプロタイ

プおよびLPSに対する応答性とは関連せず，また，

CBA／NマウスではX染色体とも関連しないことが

示された．マウスの胸腺細胞と末梢リンパ球はIL－1に

対して異なる反応を示すことは知られているが，本研

究はこのようなT細胞活性化の機序の解明に，一つの

手がかりを与えるものと考える．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，胸腺細胞のインターロイキンー1（IL1）に対する反応性を異にする数種のマウス系統を比

較して，IL1に対する反応がH－2ハプロタイプ，リボ多糖応答性， X染色体と関連しないことを示した．

この知見はT細胞活性化機序の解明に貢献するものと考えられる．
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